







2.  ベイズモデリング 


























3.  事後分布と周辺尤度 
(1) 対象データ 
 カリフォルニア大学とマックスプランク人口研究所等が共同で構築しているHuman  



















2011年7月14日 統計数理研究所 オープンハウス 
 寿命伸長のベイズモデリングとその応用 
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txxx t κβαµ +=)(ln (2.4) 
(2.3) 
ﾄﾞﾘﾌﾄ付RW（式(2.2)） 確定的ﾄﾚﾝﾄﾞ（式(2.5)） 定常（式(2.6)） 
対数周辺尤度 2,481.195 2,482.946 2,402.596 
ﾄﾞﾘﾌﾄ付RW（式(2.2)） 確定的ﾄﾚﾝﾄﾞ（式(2.5)） 定常（式(2.6)） 
対数周辺尤度 -46,771,508 -46,771,505 -46,771,691 
ﾄﾞﾘﾌﾄ付RW（式(2.2)） 確定的ﾄﾚﾝﾄﾞ（式(2.5)） 定常（式(2.6)） 
CVaR(95%) 正規ﾓﾃﾞﾙ 17.9044 18.0026 16.1428 
CVaR(95%) ﾎﾟｱｿﾝﾓﾃﾞﾙ 17.8450 17.9035 16.2404 
